
2010年５月29日に本年度の第９回総会が無事終りまし

た。理事25名・正会員数69名の内、理事19名・正会員47

名（内書面表決書提出者は理事12名、正会員36名）の出

席が確認され、理事会･総会は共に成立しました。総会

議長に松田惠明が、議事録署名人に藤野修二郎と納土伸

男が指名されました。

2009年度は、日本財団の助成を受けて、「第３回こんぶ

サミット」を中心として４月から３月まで幾多の行事が開

催されました。概ね月一回のペースで開かれた幹事会・第

３回こんぶサミット実行委員会が事務局と協力してイベン

トの円滑な運営に努め、所期の目的を果たしました。事業

報告に見る通り、講演会２回と投稿５回があり、拙著『海

の森づくり』が出版されたこと、山崎孝寿の尽力によりホ

ームページが充実したこと、名簿や書籍管理のレベルが向

上したことは、特筆に値します。会員総数は220名（正会

員67名、賛助個人会員26名、賛助団体会員２名、特別賛助

会員８名、ネットワーク会員117名）。

収支報告書では会費関係の収入が937,000円、事業収入

が874,254円（内、種糸斡旋（無償）が787,854円）、助成金

等収入が、4,505,000円でした。助成金等の内訳は、日本財

団助成他2,400,000円、日本農産工業寄付等646,000円、広

告を含む協賛金759,000円でした。一方、支出事業費合計

は4,758,943円（内、第３回こんぶサミットが3,516,850円、

こんぶ種糸代が787,854円であり、管理費は1,185,273円

（内、交通費が522,000円、通信配送費が358,314円、消耗品

費が213,529円）でした。当期経常支出合計は5,944,216円、

繰越額は688,325円でした。３月に実施された宇和島ツア

ーを除く第３回こんぶサミット行事と11月に開催された

港区民祭り「海藻おしば親子体験教室」についてはニュ

ースレター002号に掲載されていますのでご参照下さい。

2010年度並びに2011年度の事業計画については、東京湾

の環境修復に関する予備調査を中心とした日本財団への助

成申請と海の森づくりを中心とした三井物産環境基金への

助成申請が不採用となったことから、これらを削除し、館

山市にある西岬漁協の海の森づくりを中心とした三井物産

環境基金への助成申請を盛り込んだ事業計画・収支予算書

が諮られ審議され、承認されました。2011年度のものは、

本年度「定款変更認証申請」を行う場合の必要書類となっ

ていることから今回取り上げました。

今回は、役員の改選期であり、役員の変更がありまし

た。辞任理事１名、辞任監事１名、新任理事４名、新任

監事１名。代表理事は松田惠明、事務局長･幹事長は藤

野修二郎、幹事会メンバーは、池原宏二、祝迫敏之、岡

本強一、齋藤文明、高橋一人、納土伸男、浜田靖彦、原

口雅好、堀田健治、藤野修二郎、松田惠明11名。宇和島

支部長は古谷和夫。

これまで継続審議であった「東京ブルーベイ構想」と

「海の森づくり基金」の創設への具体的取り組みが求め

られ、当協会の組織体制の強化が緊急課題と位置付けら

れました。本年度は、三井物産環境基金の助成申請の採

択を期待すると共に、７月には組織強化を目的としたパ

ナソニックへの助成申請、10月には東京湾の環境修復に

関する日本財団への助成申請を企画中です。

2010年度は既に、５月26－28日の青島ツアーが終わり、

続いて東京海洋大学で７月18日には「第７回海の森づくり

シンポジウム：海と森の共生」、７月19日には、「海藻おし

ば体験教室」の開催、７月23日には、東京ビッグサイトに

おけるジャパン・インターナショナルシーフードショーで

の同時開催セミナーにおける「海の森づくり―いつまでも

魚が食べられる環境へ」の発表が予定されております。

（７月21日―23日開催の第12回ジャパン･インターナショナ

ルシーフードショーの特別招待状があります。

ご希望の方は、電子メール

info@kaichurinn.comにご注文下さい。乞うご期待！
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３． 監査の結果：　2009年度決算について諸帳簿等を監査した結果、何れも正確であることを証します。　 
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監事　木谷　聖三　　印 



「宇和海に緑を広げ環境を守る会」の主要メンバーと各地から参加した海の森づくりのメンバーが一堂に会し、こ
んぶサミット（宇和島）の３つのテーマを中心にそれぞれの思いを事例発表会の形で話しあった。

2.1 全国こんぶサミットin宇和島 2010.3.21 事務局長理事 藤野 修二郎

第６回こんぶ収穫祭・全国こんぶサミットin宇和島第６回こんぶ収穫祭・全国こんぶサミットin宇和島2.2.

テーマ（１）
地球の環境改善は海の浄化から
「海と環境について」

テーマ（２）
海藻は地球と人を救うお医者さん
「海藻・海草の力について」

テーマ（３）
広げよう！～海の森づくり～

「多くの人々を巻き込んだ活動にするために」

事例発表会に引き続き開催された交流会では、古谷代表と松田代
表理事を中心に海産物中心の地元料理を楽しみ、有意義な一時を
共有することが出来た。

各地からの参加者がこんぶ収穫の沖だし
サイトへ、松田・大野・高田・斉藤各氏
の姿が見える。

愛媛県漁連宇和島支所の水揚げ施設が
収穫祭会場に当てられた。

こんぶ栽培幹綱10本程度を１スリング
に纏め、作業船デッキ上に、収容し収穫
祭会場へ搬送。



2.2 第6回こんぶ収穫祭 2010.3.22

愛媛県漁連宇和島支部が、こんぶ収穫祭の会場

200名を超える一般市民の参加者が、10のグループに
分かれ、宇和島水産の学生達にガイドされ収穫こんぶ
の選別・計測に協力してくれた。

各グループごとの収穫こんぶの計測結果は、長さ・幅・重量の３つのカテゴリー別に発表され、グループ表彰と景品の
贈呈が行われた。因みに、Ｌ（長さ）は265cm、Ｂ（幅）は24cm、Ｗ（重量）は39.5kgが夫々表彰対象となった。



当NPO「海の森づくり推進協会」は、2002年７月の

設立当初から、青島オプショナルツアーに高い関心をも

っていた。理由は、図１＆表１の通り、FAOの統計に

よれば、1980年代から1990年代にかけて、中国の海藻養

殖生産量は急増し、それに比例して中国の沿岸漁獲量が

増加しており、その実態を昆布養殖拠点の山東省青島を

訪問し、確かめたいからであった。そこで当協会の発足

を契機に本計画を日本栽培漁業協会の中国側のカウンタ

ーパートである全国水産技術推広総站の山東省日照市に

あった日照基地で働いていた鹿児島大学時代の私の留学

生干広宝君に2003年年初に相談したのが始まりである。

彼から当時の中国海藻工業協会の林美嬌会長を紹介さ

れ、2003年５月末のツアーを企画した。しかしながら、

このツアーは、サーズの流行で中止を余儀なくされた。

その後、2004年11月には、当協会の看板であった境一郎

先生がご逝去され、当協会は大きな転換点を迎えた。

第１の転換点は、2005年４月に長崎県の関係漁業者が

中心となって大村市で開催された第１回こんぶサミット

への参加であり、第２の転換点は、2007年に開催した第

２回こんぶサミットの主催であった。この時に、大連水

産学院で教鞭をとっている鹿児島大学時代のもう一人の

留学生包特力（根白乙）君を仲介して中国大連ツアーを

企画し、13名が参加した。第３の転換点は、日本財団の

助成を得て開催した2009年の第３回こんぶサミットであ

った。

この時に、前述の干君を通して、青島ツアーを再度計

画したが、新型インフルエンザの流行で再度、土壇場で

の中止を余儀なくされた。2010年に入って青島ツアー再

開の声もあり、干君と連絡を取ると、「勤務地が北京に

移動したために、自分は同行できないが協力はする。し

かし、今度はキャンセルしないでほしい。」と言われた。

10名以上の参加を期待して参加を募ったが、なかなか集

まらず、結局は本ツアーは５名の参加で2010年５月26-28

日に実施された。薄利多売の商業ベースにのった上海万

博参加が４万円以下でできるという中で、この異質の青

島ツアーでは、２泊３日で一人約10万円の負担であった。

青島は、中国のこんぶ養殖の拠点であり、中国側は、

中華人民共和国農業部全国水産技術推広総站・中国海藻

工業協会・中国水産科学研究院黄海水産研究所・成山集

団山東海之宝海洋科技有限公司が受け皿となり、１日目

は、中国科学院海洋研究所と中国海洋大学も参加して中

日海藻食品養殖セミナーが開催され、２日目は栄成市に

ある山東海之宝海洋科技有限公司の養殖場・加工施設を

見学した。中国からの参加者は主要メンバーだけでも20

名にのぼった。

今回通訳してくれた海之宝海洋科技有限公司研究開発

部長の符鵬飛氏によれば、「コンブ関係でこのような訪問

を受けたのはこれまで初めてであったことや車宏志成山

集団理事長が直接皆さんにあって中心になって対応する

ことは異例中の異例だと話された。この裏には、今回の

訪問依頼が中国政府からあったことが大きく関係してい

るようであった。中国は海藻化学工業に強い関心を持っ

ている。薬品や健康食品の需要は非常に大きい。日本の

ガゴメコンブにも格別な興味を持っているし、当公司で

も緑の粉末であるヨード強化塩なども製造している。ま

た、サラダの需要は大きく、柔らかコンブを「Sea veg-

etables」として欧米への輸出も考えている。「Seaweed」

という言葉の使用を控えるべきなのかと考えさせられた。

日本との交流に対する期待は大きく、今回の訪問を切っ

掛けとして、共同事業の展開も可能である。」

3.1 中国青島ツアーその経緯 代表理事 松田 惠明

青島ツアー　実施報告青島ツアー　実施報告3.3.

表１　日中の沿岸漁獲量の推移：1950－2005＊

図１　日中の沿岸漁獲量の推移：1950-2005



3.2 青島ツアー　参加報告書 2010.5.26-28 事務局長理事 藤野 修二郎

2010年日中海藻食品及び養殖検討会とのテーマの下、中国農水省水産技術振興センター・中国科学院海洋研究所・
黄海水産研究所・中国海洋大学・中国海藻工業協会・成山集団有限公司（海芝宝）から、主要メンバーが参加し、
中国の水産技術、特に日本から学んだ海藻養殖技術の歴史と現状についての研究発表がなされた。因みに、東京海
洋（水産）大学で有賀・能登谷教授の下で応用藻類学を専攻した海芝宝の符研究開発部長が通訳を務めてくれた。

青島市から北東約300kmの榮成市に所在する成山集団有限公司が経営する友誼賓館Friendship Hotelでの青島に
おける主要メンバーを招いて、山東海芝宝海洋科技有限公司の海藻（こんぶ＝小海帯）養殖・加工・包装・販売の
現状視察を実施した。

広大な用地に第１工場・第２工場が既に稼働しており、施設内の原料受け入れ施設から、分析室・研究開発センタ
ー・クリーンルーム（洗浄・選別・裁断・包装など）での一連の工程等を撮影禁止の中で見学させてもらった。一
方、養殖現場である山東半島先端に近い蜊江まで案内してもらったが、生憎の濃霧のため視界が悪く養殖現場の視
察を断念せざるを得なかった。

注：日本からの青島ツアー参加者：松田恵明・藤野修二郎・斉藤文明・渋谷正信・渋谷幸生



１．熱烈歓迎

今回の青島視察は企画から実現まで2回中止、３回目

で漸く実現とか。５月26日から５月28日の２泊３日であ

った。初日はホテルで休む閑もなく中国水産課学研究院

黄海水産研究所の会議室で中国水産科学院周徳慶研究員

の司会の下、開かれた「海藻食品に関するセミナー」に

参加。中国側出席者は中国海藻工業協会李暁川会長と張

暁萠副会長、政府関係では国際交流部薛暁明研究員等出

席。内２人は北京本部から来られていた。中国科学院海

洋研究所の段徳麟教授、中国海洋大学の林洪教授と付

暁 講師他研究員８名ほど出席。

今回日本からこのような訪問は初めてとか。熱烈歓迎

を受け無事セミナーは終了。

２日目山東半島先端部に位置する栄成市内にある山東

海之宝科学技術有限公司と九洋海藻化学工場を見学し

て、今回の旅程を終了しました。 （齋藤 文明記）

2．中国のこんぶ生産･マーケティングへの開拓意欲の

すさまじさ

中国・青島の巨大コンブ養殖とその周辺の海域の藻

場・生態系がどうなっているかを探りたくて、今回の視

察ツアーに参加した。結果は、実海域に行く時間が少な

く陸域からコンブ養殖場を垣間見ただけであった。がし

かし、その規模の大きさに驚いた。コンブ養殖の技術は

日本から学んだというが、中国のコンブの加工技術、製

品化にも研さんのあとを感じた。

マーケティングへの開拓意欲は、すさまじさすら感じ

られた。今回は、コンブ養殖から製品化まで事業化して

いる山東海之宝海洋科技有限公司を訪れたが、その会社

のオーナーは、成山グループ・会長の車宏志氏であった。

氏は資本家でもある。コンブの養殖とコンブの製品化、

マーケティングに投資を行い、コンブや海藻の一大市場

を拓いていきたいと語っておられた。その投資家にコン

ブの事業化を提案した海藻の研究者たちがいたことを見

逃せない。

一方、実海域での巨大なコンブ養殖が周辺海域の生態

系にどのような影響を与えるのか、この点も見落として

はならないと強く感じた視察ツアーであった。

（渋谷 正信記）

3．徹底した品質管理・衛生管理に強い印象

中国こんぶ養殖のメッカと伝えられる青島へのツアー

参加は、「海の森づくり推進協会」にかかわる身にとっ

て、FAOが発表している統計数字の信憑性が我が国水

産庁で、堂々と疑われているだけに、なんとしても叶え、

自分の眼でしっかりと確認せねばならない最優先の課題

であった。

幸いに松田代表理事が鹿児島大教授時代の留学生が中

国農業部全国水産技術推広総站勤務であったことで、中

国海藻工業協会・中国科学研究院海洋研究所・黄海水産

研究所・中国海洋大学から夫々幹部が出迎えてくれた。

そして今回のツアーの重要な受け皿である成山集団・山

東海之宝海洋科技有限公司の研究開発部長、符鵬飛氏が

東京水産大（現東京海洋大）で、有賀・能登谷教授の教

え子であったことで、中国側の研究発表及び松田代表の

ご挨拶の通訳を円滑に務めてもらうことが出来た。

成山集団の本拠地、榮成市に移動し、蜊江のこんぶ養

殖現場を濃霧の中ながら垣間見ることが出来た。同集団

が中央政府から使用許可を取得している7,000ヘクター

ルでのこんぶ・アワビ・ホタテの複合養殖と榮成市に稼

働している広大な加工工場の徹底した品質管理・衛生管

理には強烈な印象を受けた。 （藤野 修二郎記）

4．これから

私は、今回の経験で、日本人の関心の低さからして中

国のこんぶ養殖視察ツアーの斡旋はこれで最後と考えて

いました。しかし、今回青島へ行ってこの考えはひっく

り返りました。もう１日旅程を伸ばして、沖合の養殖現

場を見学しなければという思いが非常に強くなりまし

た。中国側の日本との協力希望の強さは強烈で、日本も

中国から学ぶことが沢山あることを実感しました。こと

「こんぶ」の生産技術や販売戦略に関しては、中国は日

本とは比べ物にならない発展をしています。日本はもっ

と謙虚に中国の動向を学ぶべきと考えるようになりまし

た。 （松田 惠明記）

婦停

中国青島ツアーに参加して 参加者感想文



私達は、内閣府認証NPO法人として全国的に「海の森づくり運動」を展開しております。当協会の詳細についてはホー
ムページ（http://www.kaichurinn.com）をご覧下さい。

NPO「海の森づくり推進協会」入会申込書

当協会の趣旨にご賛同の上、入会をご希望の方は、下記の会員種別をご参照いただき、添付の入会申込書を電子メール又は
ファックスでお送りください。

＊この情報は会員への通信以外には使用しません。
＊上記住所宛に入会申込書と郵便振替用紙を送付いたしますので、入会金・年会費をお振込みください。

私は、「海の森づくり推進協会」の会員になりたいので、ここに入会を申し込みます。

年　　月　　日

会員種別 入会金（円） 年会費（円） メ　モ

正会員 1,000 3,000
総会に議決権を持って参加できます。したがっ
て総会に出席する方に限定されます。イベント
や会の情報をお知らせします。

賛助会員 1,000
個人：1000
団体：10,000

イベントや会の情報をお知らせします。

特別賛助会員 免除 100,000
対象は企業、団体、個人。
イベントや会の情報をお知らせします。

ネットワーク会員 免除 免除
イベントや協会の情報をネットを通じて流しま
す。

氏　名

会員の種別
（該当の種別に○を
つけてください）

正会員
賛助個人会員、賛助団体会員、
特別賛助会員、ネットワーク会員

住所
〒

所属団体名
（肩書き）

連絡先電話番号

E-mailアドレス

FAX番号

ふりがな

海の森づくり推進協会事務局 会員担当：高橋　一人

（Tel：050-1212-7734 Fax：018-833-7734 e-mail：kazuhito.t@showas.co.jp）

あなたも私達といっしょに活動しませんか

海の森づくり運動の３つのスローガン
１．山・川・海の健康を取り戻そう！

２．海の森づくり運動を全国に・全世界に広げよう！

３．“海藻・海草”は地球と人を救うお医者さん！

印

NPO「海の森づくり推進協会」会員募集のご案内NPO「海の森づくり推進協会」会員募集のご案内


